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概要

筑波大学の研究計画

つくば局

運用終了まで

周波数保護指定

今後の研究

データ・アーカイブ整備

南極天文台計画

10m鏡、30m級鏡

南極VLBI計画

技術開発
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国土地理院提供, 夜の32m鏡。
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つくば局: 運用終了 3

http://www.gsi.go.jp/uchusokuchi/uchuusokuchi61001.html
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つくば局: 運用終了まで

見込み

2015年12月末まで 通常運用

S/X帯 測地観測

JVN X帯観測

JVN K帯観測

K帯 単一鏡観測

2016年1月上旬 撤収作業

K帯受信機一式

ADS1000, K5VSI

2016年1月下旬 解体開始

2016年3月末 撤去完了
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つくば局: 周波数保護指定

申請者

筑波大学

運用者として

周波数

23.6 – 24.0 GHz

電波天文の割当
(一次業務)

放射禁止帯
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亀谷さん、ありがとうございました。
未指定の局は是非、申請を！
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つくば局: 今後の観測・研究

NH3輝線の銀河面サーベイ
銀河系中心領域 ß Arai et al. PASJ accepted

W3複合体

AGNサーベイ

NH3吸収線探査

H2Oメーザー探査

VLBI観測へ

NGC 3079

JVN14_K_01 (PI: 宮本) の解析
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つくば局: データ・アーカイブ整備

1. 観測ログ・生データを含めたデータベース

• データと観測状況との紐付け

• 品質保証

2. 較正済みデータを持つ解析用データサーバ

• 解析方法の均一化

• 研究グループ内のデータ共有の促進

3. 出版済みデータの公開アーカイブ

• コミュニティへの還元
• 温度の正確な指標としてのNH3線

• AGNのスペクトル

• 大学連携の枠組みの中で推進できれば
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5~10年の研究計画

南極10 m鏡

国内外の望遠鏡を用いた観測的研究

NRO 45 m, ALMA, JVN

南極10 m鏡 + 南極周回気球

強度干渉計による超高感度VLBI

MKID

受信機雑音温度 ~1 K @ 1 THz

10 m鏡 + 1.2 m鏡で実験
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南極天文台計画: 10 m鏡 9
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南極天文台計画: 10 m鏡

主鏡: 直径 10 m

視野: 1°

最高周波数: 1.5 THz

受信機: @ナスミス焦点

連続波カメラ

ヘテロダイン受信機
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南極天文台計画: 30 m鏡

性能
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南極VLBI計画
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〇内陸地上VLBI網

↓
・高周波数化
・高感度化

30m

5m

10m

10m

周回気球搭載望遠鏡
（土居他）

〇＋ 周回気球VLBI

ALMA submm  VLBI

〇EHT+ALMA+南極
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技術開発

大学連携VLBIと直結・・・難しいか

受信機開発
K帯受信機の低雑音化

KEKと共同研究

VLBI一般 ß 南極天文台から

高周波化: サブミリ波へ

高感度化: 強度干渉計

南極天文台に向けて
光学系設計

鏡面形状測定法
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まとめ

筑波大学の研究計画

1年: つくば局

残りの運用

運用終了

~3年: 

データ・アーカイブ整備

観測的研究

~10年: 南極 10 m鏡

単一鏡観測

南極VLBI

10年~ :南極 30 m鏡
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